令和3年度第２回大阪府がん対策推進委員会（概要）
１.　日　時：令和４年3月2４日（木）1７時００分～１８時30分
２.　場　所：大阪国際がんセンター1階大講堂
３.　議　事：
(１)　大阪府がん対策推進委員会　各部会の活動状況について
(２)　大阪府がん対策推進計画　中間点検報告書について
(３)　第３期大阪府がん対策推進計画ＰＤＣＡ進捗管理票について
４．　委員からの意見要旨
(１)　大阪府がん対策推進委員会　各部会の活動状況について
【意見要旨】
〇検診部会
　 ・精度を向上させることが大事。受診率のデータをまとめて公表してもらいたい。
　 ・職域のがん検診について、大阪府もできるところから介入してほしい。

〇がん登録等部会
　・海外機関へのがん登録情報提供を先行して実現し、他都道府県の模範となった。
〇小児・AYA世代のがん対策部会
　・小児・AYA世代のがん罹患者は2次がんの発生率が高いと報告されており、また、がんの発症が早い傾向があることからフォローアップが必要と考える。
〇がん診療連携検討部会
　・緩和ケアについて、ガイドラインに沿ったピアサポーターの育成が必要と考える。大阪府でも支援してほしい。
　・ピアサポーター等の制度設計のみならず、その後の活躍の場も支援してほしい。

〇肝炎・肝がん対策部会
　・NASH（非アルコール性脂肪肝炎）からの肝がんが増加しているので、その対策を推進していくべきではないか。
(２)　大阪府がん対策推進計画　中間点検報告書について
【意見要旨】
〇がん登録について、2016年度診断分以降、国の実施方法のみによる調査としたため、生存確認調査も行って算出していたこれまでの生存率よりも正確性に劣り、見かけ上、数値が高くなると考えられる。
〇中間点検報告書のC項目について、数値による評価だけでなく、評価を上げるための仕組み作りを検討してほしい。
【審議結果】
　　　〇承認
 (３)　第３期大阪府がん対策推進計画ＰＤＣＡ進捗管理票について
【意見要旨】
〇小児・AYA世代患者の妊よう性温存については、医療機関によっても認知度が異なるため、その意味合いや方法等、一般の方に周知していくことが重要。
〇小児・AYA世代の長期フォローアップについて、文科省や学校側でも入院中の授業単位認定に係る制度の整備をしているが、病院から学校へ連絡する仕組みがないため、大阪府としても情報共有にあたって支援していく必要がある。
〇小児・AYA世代では、二次がんの罹患リスクが上昇するため、地域の医療機関でのフォローアップがより重要になるが、現状としては相談先がないため、体制整備の検討をしてはどうか。
〇がんゲノム医療については、大阪府は実施数が多く比較的うまく行っていると思われるが、ゲノム拠点病院への連携が不十分な場合も見られる。スムーズな連携やデータ分析のため、ゲノム連携病院だけではなく、非連携病院にもゲノム医療担当の医師を配置するのが望ましい。
〇妊よう性の説明の有無に係るアンケート調査実施等、モニタリング調査をしていくことが大事。

〇薬剤師会では禁煙の声掛けを薬局で実施し、医療機関の紹介や、肝炎医療コーディネーター制度の広報をしている。
〇緩和ケアの人材育成について、認定看護師の育成する機関が減少しており、課題として認識している。
　【審議結果】
　　　〇承認
